
ロシア連邦大統領 ウラジーミル・ウラジーミロヴィチ・プーチン様 

ロシア連邦軍司令官・国防大臣 セルゲイ・ショイグ様 

駐日ロシア大使ミハイル・ユリエビッチ・ガルージン様 

ロシア連邦政府御中                      

 

ウクライナにおけるロシア兵による性暴力を含む戦闘停止を求める声明 

 

 2022 年 2 月 24 日、国際連合憲章第２条を破るロシア軍による突然のウクライナ侵攻に

私たちは憤りを覚えました。さらに軍隊・兵士による性暴力が多発しているとの複数の国

際的報道を聞き、こころが張り裂けそうに痛みます。即時停戦し、その事実の国際的な場

における究明を強く求めます。 

軍隊・兵士に追い詰められ、精神的、身体的苦しみ、痛みのなかにある力なきものへの

性暴力は究極の虐待です。 

 

 「紛争下における女性への暴力は人道に反するものであり、戦争犯罪である」と 1993 年

ウイーンでの国連人権会議で定義され、1995 年北京会議で採択された「北京行動綱領」に

も「紛争下における女性への暴力は戦争犯罪」と規定されています。 

 

 ウクライナに侵攻するにあたり、兵士たちに優越思想、蔑視思想が植え付けられ、それ

が性暴力を促したのではないでしょうか。もしたとえそれが個人による戦時の犯罪であっ

たとしても、組織としてのロシア軍、ロシア連邦政府と無関係ではなく、その責任は免れ

ないでしょう。ウクライナの人命、建造物、原発、インフラを破壊し、ロシアの平和と停

戦を求める人々を不当に拘束し、弱者への性暴力を含む戦争という暴力を奮い続けること

を許すことはできません。 

 

 他国への有無を言わせぬ暴力はやがて自国内部の暴力を誘発するものです。 

即時ウクライナからのロシア軍撤退を求めます。 

                               

                                2022 年 3 月 14 日 

 

                               日本バプテスト連盟 

性差別問題特別委員会 

 

 


